
誰でも参加可能な勉強会や交流会
「オープンイベント」

SNSの活用

シムト
性暴力・DV・虐待サバイバーを
支援するコミュニティひろしま

シムトの目指すこと

「シムト」は性暴力・DV・虐待サバイバーを支援する
団体です。代表であるソンちゃんが、心の休憩所を作
りたいという思いから韓国語で休憩所を意味する「シ
ムト」と名付けました。

トラウマの克服ではなく、一人一人の人生を応援する
ことを大切にしています。

パンフレット・カードの作成

クローズドイベントは代表であり虐待サバイバーのキム・ソン
ファ(ソンちゃん)が参加者と話す形式で行なっています。

当事者限定の自助会
「クローズドイベント」

2020年10月24日に開催した第一回のオープンイベント「ニュ
ースの中のこどもたち〜広島の児童相談所のいま〜」では弁
護士の方を登壇者として招き、虐待の現状や広島の児童相談
所について学びました。

より多くの虐待サバイバー当事者にシムトを見つけてもら
うため、インターネットで積極的に発信しています。

Twitter、Instagram、Facebookで日々の活動の様子を伝
えるほか、Webサイトではイベントレポートなどを掲載。

今後Twitterでは、支援を必要としている当事者を探し直接
メッセージで声をかけることも計画中です。

またLINE@ではシムトの相談窓口を開設しました。

助成金を活用してパンフレットとカードを作成しました。

パンフレットは他の団体や施設に置いてもらう用途を想定
しており、実際に岡山の「ぐるーん」という一般社団法人
に置いていただき、パンフレットをきっかけにシムトを知
ってくださった方とLINE相談を継続しています。

カードはイベントに来てくださった方に配ったり、名刺代
わりに渡したりすることを想定しており、第一回のオープ
ンイベントで会場に来てくださった参加者の方に配布しま
した。

スタッフを含めてサバイバー限定のイベントとすることで、話
をして楽になれる場、自助会としての機能を持たせることが目
的です。

参加費は無料とし、場所代やお茶代を助成金で賄っています。

「虐待は各家庭や個人の問題ではなく社会問題だと認識し
た」などの声があり、虐待が複雑な問題であることが伝わっ
たのではないかと感じます。


